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１．はじめに 

発地から着地まで物資が流動する間で、卸売業や小売

業の物流施設を中継地とすることがある。物流施設の配

置や物資の配送方法を計画するときには、物資流動量や

物流施設における発生集中量を用いることが多い。しか

しながら、発着地間の物資流動量だけに着目すると、発

着地と中継地間や中継地同士の物資流動量がわからない

ため、中継地の施設の物流特性が明らかにならず、これ

らの計画ができない。 

このため、発地から着地までの物資の道筋を示す物流

チャネルが明らかになれば、物資流動の実態に合わせて、

中継地を含めた物流施設の施設計画や、配送計画を立案

できる可能性がある。 

 

２．本研究の目的と位置づけ 

（１）本研究の目的と手順 

本研究では、物流チャネルの設定方法を明らかにし、

施設計画や配送計画への物流チャネルの利用可能性を解

明することを目的とする。 

このために、以下の手順で研究を進める。 

① 物流チャネルの定義と種類を示し、本研究で使用す

るデータについて説明する（3章）。 

② 物資流動調査のデータにもとづく物流チャネルの設

定方法とチャネルの特徴を明らかにする(4章)。 

③ 物流施設の施設計画や配送計画への物流チャネルの

利用可能性を明らかにするため、物資を搬出入する

業種間施設間の貨物車1台あたりの物資流動量と輸

送箇所数を原単位として求める（5章）。 

（２）本研究の位置づけ 

 物流チャネルに関する既存研究には、業種間物流チャ

ネルや施設間物流チャネルの設定方法と、物流チャネル

の特徴を示した研究１）がある。また商流チャネルに着目

した分析はマーケティング分野に多い２）。さらに、商流 
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チャネルと物流チャネルを比較して商物分離の可能性を

分析した研究がある３）。 

しかしながら、本研究のように、物流チャネルにそっ

て原単位を算出し、これらの施設計画や配送計画への利

用可能性を明らかにしている研究はない。 

 

３．物流チャネルの定義と使用するデータ 

（１）物流チャネルの定義と種類 

 物流チャネルとは、発地から着地へ物資が流動する道

筋である。このとき施設間の物資流動量は、施設間のＯ

Ｄに相当する。そして、施設間のＯＤペアをつなぎ合わ

せたものが、施設間物流チャネルである（図1）。 

同じく業種で示したものが業種間物流チャネルであり、

地域で示したものが地域間物流チャネルである（図 2）。  

業種間・施設間・地域間の3つの物流チャネルは、必

ずしも互いに一対一に対応するとは限らない。なぜなら

ば、製造業や小売業が倉庫を所有することもあれば、卸

売業や小売業が工場を所有することもあるからである。 
 
 

 

 

 

 

 

図1 本研究における物流チャネルの定義 

 

 

 

 

 
図2 物流チャネルの種類 

 

（２）本研究における業種間施設間物流チャネル 

同じ物流施設であっても、業種により物資流動量や発

生集中量が異なる。そのため、業種間施設間の物流チャ

ネルを示す必要がある。 

そこで本研究では、業種別施設別の物資流動量より、

業種間施設間物流チャネルを設定することとする。 
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（３）本研究で使用するデータ 

本研究では、東京都市圏交通計画協議会が平成15年に

実施した第4回東京都市圏物資流動調査の事業所機能調

査のデータの、品目別の業種別施設別の物資流動量と、

輸送箇所数、貨物車台数を用いる。分析対象は、東京都

市圏物資流動調査の分類20品目のうち3品目である。ま

た、業種は16業種を5分類、施設は25施設を6分類したも

のを用いる（表１）。 

表1 物流チャネルの設定対象品目と業種・施設の分類 

設定対象品目 業種分類 施設分類 

農水産品(定温) 製造・生産系部門 生産施設 

日用品 卸売系部門 卸売市場 

電気機器 運輸・倉庫系部門 物流施設 

 小売・ｻｰﾋﾞｽ系部門 商業施設 

 消費系部門 居住施設 

  その他の施設

 

４．物流チャネルの設定方法と設定結果 

（１）物流チャネルの設定方法 

a)施設間物流チャネルと業種間物流チャネル 

施設間（業種間）物流チャネルは、式1より設定する。

施設間（業種間）のＯＤペアのうち、物資流動比率が1

0％以上のＯＤペアを取り出したものを物流チャネルと

する。 

 100×=
∑∑
i j

ij

ij
ij w

w
p 〔％〕     （１） 

pij：ij間のＯＤペアの物資流動比率〔％〕 

wij：ij間のＯＤペアの物資流動量〔トン/日〕 

i：物資の搬出業種(5分類)、または搬出施設(6分類) 

j：物資の搬入業種(5分類)、または搬入施設(6分類) 

b)業種間施設間物流チャネル 

業種間施設間物流チャネルは、式2より設定する。 

ＯＤペアは、業種5分類と施設6分類を組み合わせてい

るため、900（30×30）となる。このうち、物資流動比

率が5％以上のＯＤペア取り出したものを業種間施設間

物流チャネルとする。 

 100×=
∑∑
k l

kl

kl
kl w

wp 〔％〕     （２） 

pkl：kl間のＯＤペアの物資流動比率〔％〕 

wkl：kl間のＯＤペアの物資流動量〔トン/日〕 

k：物資の搬出業種・搬出施設(30分類) 

l：物資の搬入業種・搬入施設(30分類) 

（２）物流チャネルの設定結果 

a)施設間物流チャネルと業種間物流チャネル 

施設間物流チャネルと業種間物流チャネルは、3品目

のうち総物資流動量が最も多い日用品を例示する。 

 施設間のＯＤペアの物資流動比率の算出結果（表2）

からすると、物資流動比率が10％以上のＯＤペアは3つ

であり、日用品の施設間物流チャネルは、図3のように

なった。  

日用品の業種間物流チャネルは、施設間物流チャネル

と同様に業種間のＯＤペアの物資流動比率を算出し、図

4のようになった。 

表2 施設間ＯＤの物資流動比率の算出結果(日用品) 

搬入施設    Ｄ 

 Ｏ 生産 卸売 物流 商業 居住 その他 総計

生産 4.2% 0.2% 13.3% 2.8% 0.4% 0.0% 20.9%

卸売 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

物流 1.7% 0.0% 45.9% 20.6% 2.6% 0.1% 70.9%

商業 1.5% 0.0% 0.9% 3.6% 0.8% 0.0% 6.8%

居住 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 1.3% 0.0% 1.4%

その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

搬
出
施
設 

総計 7.4% 0.2% 60.2% 27.0% 5.1% 0.1% 100%

注）生産は生産施設、卸売は卸売市場、物流は物流施設、商業は
商業施設、居住は居住施設、その他は、その他の施設である。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図3 施設間物流チャネル（日用品） 

 

 

 

 

 

 
 

図4 業種間物流チャネル（日用品） 

b)業種間施設間物流チャネル 

 3品目の業種間施設間物流チャネルは、業種間施設間

のＯＤペアの物資流動比率を算出し、図5(農水産品(定

温))、図6(日用品)、図7(電気機器)のようになった。 

 農水産品（定温）の業種間施設間物流チャネルにおい

て、物資流動比率が10％以上のＯＤペア（以下主なＯＤ

ペア）は5つであった。このことから、製造・生産系部

門の物流施設から、運輸・倉庫系部門の物流施設を経て、

卸売系部門の生産施設や卸売市場、小売・サービス系部

門の商業施設に流動していることが明らかとなった。 

 日用品の業種間施設間物流チャネルは、主なＯＤペア

が5つであった。このことから、製造・生産系部門の生
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産施設から、運輸・倉庫系部門の物流施設を経て、卸売

系部門の物流施設や小売・サービス系部門の商業施設に

流動していることが明らかとなった。 

 電気機器の業種間施設間物流チャネルは、主なＯＤペ

アが4つであった。このことから、製造・生産系部門の

生産施設と、運輸・倉庫系部門の物流施設の間を、流動

していることが明らかとなった。 

 これらのことより、品目によって業種間施設間物流チ

ャネルは、異なることが明らかとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 業種間施設間物流チャネル（農水産品（定温）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 業種間施設間物流チャネル（日用品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図7 業種間施設間物流チャネル（電気機器） 

５．業種間施設間物流チャネルにおける原単位の算出と

物流施設計画への利用の可能性 

（１）業種間施設間物流チャネルの主なＯＤペアごとの

原単位の算出方法 

物流施設の施設計画や配送計画への物流チャネルの利

用可能性を明らかにするため、物資を搬出入する業種間

施設間の貨物車1台あたりの物資流動量と輸送箇所数を

原単位として算出する。  

本章では、4章で設定した業種間施設間物流チャネル

において、主なＯＤペアごとに、貨物車1台あたりの物

資流動量と、貨物車1台あたりの輸送箇所数を算出する。 

 貨物車1台あたりの物資流動量（式3）から、ＯＤペア

ごとに物資流動量がわかる。このことより、貨物車1台

あたりの物資流動量が多ければ、大型貨物車で輸送して

いることとなる。そして、業種別の施設の分布が明らか

となれば、大型貨物車に対する重さ指定道路や走行規制

の計画に利用できる。 

貨物車1台あたりの輸送箇所数（式4）から、複数箇所

への配送か、1箇所への輸送であるかが明らかになる。

また、式4の逆数を取れば、輸送先ごとに何台の貨物車

で輸送しているかがわかる。このことより、複数の貨物

車で輸送している場合は、台数削減のために大型貨物車

での輸送の可能性を検討できる。 

kl
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db = 〔箇所/台〕              (４) 

akl：業種間施設間物流チャネルの貨物車１台にあたりの

物資流動量〔トン/台〕 

bkl：業種間施設間物流チャネルの貨物車１台にあたりの

輸送箇所数〔箇所/台〕 

wkl：kl間の主なＯＤペアの物資流動量〔トン/日〕 

mkl：kl間の主なＯＤペアの貨物車台数〔台/日〕 

dkl：kl間の主なＯＤペアの物資の輸送箇所数〔箇所/

日〕 

k：物資の搬出業種・搬出施設(30分類) 

l：物資の搬入業種・搬入施設(30分類) 

（２）原単位の算出 

a)農水産品（定温）の原単位の算出 

農水産品（定温）の貨物車1台あたりの物資流動量は、

5つの主なＯＤペアのうち、運輸・倉庫系部門の物流施

設から卸売系部門の生産施設への値が16.5〔トン/台〕

で、最大である。一方、運輸系・倉庫系部門の物流施設

から小売・サービス系部門の商業施設への値は、2.3

〔トン/台〕で、最小である。 

貨物車1台あたりの輸送箇所数は、5つの主なＯＤペア

で、ほとんど違いが見られないことが明らかになった。 
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図8 業種間施設間物流チャネルの原単位（農水産品（定

温）） 

農水産品（定温）は、同じ運輸・倉庫系の物流施設で

あっても、輸送先の業種や施設は異なることで貨物車1

台あたりの物資流動量が異なることが明らかとなった。 

b)日用品の原単位の算出 

 日用品の貨物車1台あたりの物資流動量は、5つの主な

ＯＤペアのうち、運輸・倉庫系部門の物流施設から運

輸・倉庫系部門の物流施設への値が5.6〔トン/台〕で、

最大である。一方、卸売系部門の物流施設から卸売系部

門の物流施設への値が0.9〔トン/台〕で最小である。 

貨物車1台あたりの輸送箇所数は、運輸・倉庫系部門

の物流施設から小売・サービス系部門の商業施設への値

が10.7〔箇所/台〕で、最大である。また、製造・生産

系部門の生産施設から運輸・倉庫系部門の物流施設への

値は、0.8〔箇所/台〕で、最小である。 

日用品は貨物車１台の物資流動量が大きければ、貨物

車1台あたりの輸送先箇所数が小さいことが明らかとな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 業種間施設間物流チャネルの原単位（日用品） 

c)電気機器の原単位の算出  

 電気機器の貨物車1台あたりの物資流動量は、4つの主

なＯＤペアのうち、運輸・倉庫系部門への物流施設から

運輸・倉庫系部門の物流施設の値が3.7〔トン/台〕で、

最大である。一方、製造・生産系部門の生産施設から製

造・生産系部門の生産施設への値が0.4〔トン/台〕で最

小である。 

電気機器は、4つの主なＯＤペアにおいて、貨物車1台

あたりの物資流動量に差がないことが明らかとなった。

また、貨物車1台あたりの輸送箇所数も同様であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 業種間施設間チャネルの原単位（電気機器） 

 

６．おわりに 

本研究では、物流チャネルの考え方を整理し、物資流

動調査のデータを用いて、品目別の業種間施設間物流チ

ャネルを設定し、その特徴を明らかにした。 

また、算出された貨物車1台あたりの物資流動量と輸

送先箇所数の原単位が、輸送先の施設や品目によって異

なることが明らかとなった。 

以上のことから、業種間施設間物流チャネルを設定し、

原単位を算出することで、より物資流動の実態に合わせ

た物流施設計画に利用可能であることが明らかとなった。 
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